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【表紙画像説明】
X線分光撮像衛星 XRISM（クリズム）は，精密 X線分光や広視野 X線撮像によって宇宙の物質やエネル
ギーの流転に迫り，天体の進化の解明などを目的とした日本の 7番目の X線天文衛星である．NASAや
ESAなどと密接に協力しながら開発が進み，2023年 9月 7日 8時 42分 11秒（日本標準時），H-IIAロ
ケット 47号機により JAXA種子島宇宙センターから打ち上げられた．そして，無事軌道上に投入された．
写真は，XRISMを搭載したH-IIAロケット 47号機の打ち上げの瞬間（credit: JAXA）．
【今月の表紙デザイン】
「円盤」
あらゆる方法を試しても，円盤のデータを読み取ることができない．
これが文明をもつ「彼ら」のものだとしたら，何を記しているのだろう．
今はまだわからないが，円盤を前に「うさぎ」たちは各々に思いを馳せていた．


